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１．はじめに
　平成28年度の協会研修について
は、会員会社の皆様の要望などを取
り入れ、内容を益々充実させていま
す。以下、本年度の協会研修への取
組みにつきましてご紹介いたしま
す。

２．取組み方針
　平成28年度の協会研修は、平成2₇
年度の方針を継続し、安全・品質に
対するレベルアップ、保守・運用業
務の拡大、新サービス・希少技術継
承等に対応できるようにしていく予
定です。また、ビジネスユーザへの
提案力・開通力の向上、各種ビジネ
ス機器端末への対応力向上等を図る
取組みも強化していきます。以下に
４つの大きな柱の方針概要について
示します。
⑴　安全・品質に関する対応
　・�危険体感研修、安全パトロール
研修、ヒューマンエラー防止
等、さらなる内容充実

　・�従来の科班の中にも安全意識の
向上や最新の事故事例等の盛り
込み

⑵　保守・運用業務の拡大
　・�一元的業務委託エリアでの保守
運用スキル修得の研修

　・�アクセス系保守資格認定、宅内
系保守

　　技術者研修の充実拡大
⑶�　新サービス・希少技術継承への
対応
　・�新しい光サービスへの対応
　・�ビジネス開通力の協会への対応
　・�Wi‒fi等、新サービスの内容取

込み
　・�誘導対策等、希少技術等の技術
継承に関わる研修

⑷　その他
　・�公的資格取得（工事担任者資格、
電気工事士等）支援

　・�技能五輪に向けたスキルアップ
支援

　・グローバル時代に対応した研修
　・�インターンシップ研修のさらな
る充実

　・公開講座等の実施
　・研修のICT化

３．具体的な取組み
⑴　安全・品質に関する対応
　人身事故撲滅対策については、現
場KYの意義を再認識する等、基本
に立ち戻り再発防止に努めることと
しています。具体的には以下のとお
りです。

＜東日本研修センタ＞
〇�労働安全衛生法₃₀条の趣旨徹底、
２Wayコミュニケーション研修の
継続実施および内容の充実。
〇�ヒューマンエラーはゼロにならな
い」という人間特性を理解した上
でのヒューマンエラー防止を考え
る科班を新設。（西日本研修セン
タで先行で実施）
〇�危険体感及び安全パトロール研修
に「一酸化炭素検知実演（１
BOX車）」を追加。

＜西日本研修センタ＞
〇�アクセス・ネットワーク系設備の
事故防止に向けた「設備事故防止

対策科」の充実及び「現場代理人
基礎研修」等のマネジメント系研
修を継続実施。
〇�中央労働災害防止協会と連携し新
設した「安全基本動作実践研修
科」の継続実施。
〇�「ヒューマンエラー対策研修科」
に加え「安全マネジメント強化研
修科」の新設。

⑵　保守・運用業務の拡大
　保守・運用業務への業務拡大を考
慮したスキルを高められるよう対応
します。具体的には以下のとおりです。

＜東日本研修センタ＞
〇�所内系保守協業の対象装置やエリ
アの拡大を見据え、所内系協業化
研修（初級、中級　各１コース）
を開始。
〇�PBX基礎研修についてシステム
構築に加え保守スキル習得のため
トラブルシューティングを追加。ま
た、パイロットで実施したVPN対
応ルータ構築保守研修を本格実施。
〇�基盤設備点検補修技術科＜仮称＞
を平成28年度パイロットで実施予
定。また、社外工事立会技術科に
ついても平成2₇年度のパイロット
（₁₁月）実施を踏まえて本格実施
の予定。

＜西日本研修センタ＞
〇�「アクセス保守協業」に加え、
「アクセス保守資格認定試験」の
開始に併せた各種保守研修、「Ｅ
ラーニング」等の充実。
〇�「宅内保守協業」等に併せ平成2₇
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年度に新設した「IP‒PBX基礎研
修科」「IP‒PBX応用研修科」の
充実。

⑶�　新サービス・希少技術継承への
対応
　業界全体での構造改革、光コラボ
レーションモデル、複合技術者育
成、ビジネス開通力向上等の全体の
動きに合わせた研修メニューを準備
します。具体的には以下のとおりで
す。

＜東日本研修センタ＞
〇�光コラボレーションモデルの本格
展開に対応できるよう、会員会社
の要望に対応した研修実施。
〇�ビジネス開通力の向上、光コー
ディネート対応（配管BO対応技
術等）および光サービスのさらな
る普及拡大に必要な研修につい
て、要望の高いものを順次開始。
〇�技術の継承が必要なレガシー関連

についても、引き続き内容を充
実。

＜西日本研修センタ＞
〇�大規模災害、故障発生時、迅速な
復旧活動を行うマネジメントスキ
ル修得に向けた指導者研修実施。
〇�高速広帯域のネットワーク構築の
ための新伝送装置（PTM.PTS）
の新規研修の新設。
〇�最新のIT技術修得に向けた各種
ベンダ資格取得研修実施。
〇�技術の継承が必要なレガシー関連
研修について継続実施。

⑷　その他
　その他に以下に示すような施策的
な研修も進めていきます。
〇�公的資格取得に向けた対策研修の
実施。
　・工事担任者資格
　　�直前対策研修とeLPITの２本
立てで資格取得を支援。

　・電気工事士
　　�宅内系の業務拡大に伴う、「電
気工事士資格」の取得について
も直前対策研修で支援。

〇インターンシップ研修
　・�就職動向や会員各社の意向にあ
わせて対応。

〇ASEANへの技術移転
　・�中 央 職 業 能 力 開 発 協 会
（JAVADA）の依頼を受け、引
き続き平成28年度も実施予定。

〇研修のICT化を推進
　・�研修の電子化を進め、タブレッ
ト研修を本格実施。

４．おわりに
　平成28年度の協会の研修計画につ
いて、概要を説明してきました。引
き続き、会員会社の皆様に役立ち、
喜ばれる研修を実施すべく対応して
いきますので、皆様からの忌憚ない
ご意見・ご希望をいただければ幸い
です。

高所作業車体験

写真１　インターンシップ
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地下設備体験
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ベトナムでの支援

写真２　ASEAN技術移転

カンボジアでの支援


